
※１ 　速報時に判明している状況であり、調査が進むにつれて内容が変わることがあります。

※２ 　速報時に判明している状況から同種災害を防止するために想定される再発防止対策や関
連通達・指針です。

起因物

災害発生
状況
※1

　地上高約90㎝のコンクリート基礎上
の幅30㎝弱の作業場所で、鋼製の架台
を作るため溶接作業の準備をしていた
ところ、基礎上から約1.7m下の用水路
に墜落した。
　災害現場では、架台製作のための足
場が組まれていたが、災害発生した作
業場所には足場は設けられていなかっ
た。

想定され
る再発防
止対策
※２

○

〇

〇

　作業床として十分な幅がない場合は、安全に作業できる作業
床を設けること。

　作業床の端には手すり等を設けること。

　墜落時保護用の保護帽を着用させること。

建築物・構造物 事故の型 墜落・転落
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発生月 令和４年７月 業種 商業
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